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新会計監査
諸事情で、会計監査が一人欠員していましたが、２班２組の青木昌子様が
１月の理事会で承認され後任となりました。よろしくお願いします。

杉山 憲作様 84   令和3年8月2日 15班2組
川島 篤 様 ８２ 令和４年１月１日 １０班4組
植村ふさゑ様 92 令和4年1月7日 8班5組
森本須美雄様 ８４ 令和4年1月19日 12班4組

謹んでお悔やみ申し上げます

訃

報

昆陽地区自主防災会

大切な家族を守るため、日々の生活のなかに
減災活動を取り入れることが必要です。
コロナ騒ぎが落ち着けば、防災訓練に積極的
に参加しましょう。また、ご近所とも互いに心を
つないでおきましょう。

備えておくことは山ほどありそうです。まず、
以下の２つのことから始めてみませんか？

日頃の備え 日頃やっていないことは、
いざというときもできません！

昆陽地区自主防災会は、自治会の防災委員会
と執行役員が集まって、月１回防災会議を開い
ています。

昨年は、地域の民生委員児童委員の皆様にも
防災会議に参加していただき、避難行動要支援
者名簿に掲載された方への訪問活動を行いまし
た。いざというときに、少しでも安心していただ
ける仕組みが少しずつつくられています。

さて、普段の防災会議の話題は、やはり地震が
中心になります。ハザードマップを見ると昆陽地
区は水害のおそれは少ないようですし、台風は
あらかじめ進路予想ができ、比較的安心な地区
のようです。しかし、これで油断をしていてはい
けません。災害は、いつ・どこで・どんな形で、私
たちに牙を向けてくるかわかりません。

防災から減災へ

①安心して睡眠できる場所の確認

家具の固定や配置を工夫して、
安全な部屋のレイアウトを！

②命をつなぐ水の確保

目安：最低３日分 １人１ℓ×３日
備蓄品の見直しを！

日本列島は、４枚の巨大なプレート（岩盤）を
またぐような位置にあります。プレートの境界
線上は、地震が多発する地域となります。世界
の大地震の２０％が日本で発生しているという
事実を受け止め、「日頃の備え」を今から取り組
んでおきましょう。


